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【資料】
フォード自動車会社のトップ人事
ー「所有」と「経営」の確執—
井上昭一
はじめに
いかなる企業であれ， トップの人事異動には様々な思惑，深慮遠謀，軋
礫などが絡み合っている。とりわけ，規模が巨大で，創業者一家や同族が
株式所有などによって経営に深く関与している度合いが強いほど，その様
相は複雑にして怪奇的色彩を帯びることになる。そのような視点からして
常々私は，企業は選挙というものがない組織なので，本質的に，民主的な
性格が希薄なのではないかと考えている。
フォード自動車会社のトップ人事を巡る「所有」と「経営」の確執は，
このことを如実に物語っている。自分の地位を脅かすのではないかとの猜
疑心や疑心暗鬼から優秀な経営幹部をライバル社GMに追いやった結果
業界No.Iの座を奪われた創業者ヘンリー・フォード，三顧の礼をもってG
Mの副社長を自社の社長にヘッド・ハンティングして迎えながら，予期に
反して業績が上がらないことに加え，性格が合わないという理由でわずか
19ヵ月でクビにした創業者の孫ヘンリー・フォードJI世会長（以下フォー
ドJI世会長）， 32年間フォード社一筋に働き大きな功績をあげてきたにも
かかわらず，「ただ，君が嫌いだから」と剛腕社長を解任した同会長さ
らには社内外の誰もが認める実力社長を，議決権付株式の40%を保有する
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フォード一族の反感を買う言動があったとして放逐した創業者の曾孫ウィ
リアム・クレー・フォードI1世会長（以下ウィリアム・クレー I1世会長）
の事例を具体的に紹介してみよう。
そこにフォード家の「血筋」や「血統」，いわば先天的資質に論理では
とうてい説明しえないものを感じ，まさに「歴史は繰り返す」 (History
repeats itself)のであり，そして「血は争われないものだ」 (Bloodwil 
tel)とか「血は水より濃い」 (Bloodis thicker than water) と考えるの
は私だけであろうか。
I ヘンリー・フォードとT型車
1903年6月168,ヘンリー・フォードはミシガン州の州都ランシングに
授権資本金15万ドルでフォード自動車会社を創設した。初代社長には銀行
家兼菓子製造業者で，発行された株式1000株のうち105株を引受けたジョ
ン・S・グレイが就任し， 255株を所有したフォード自身は副社長兼技師
長にとどまった。その後フォードは, 1908年から1927年にいたるまで，企
業理念「大衆奉仕」を実現するために部品の互換性．労働の細分化・単純
化作業対象の自動的運搬などを基礎にしたベルト・コンベアによる近代
的大量生産方式でT型車 I)を1500万台余生産して自動車の大衆化の先鞭
1)世界の著名な自動車ジャーナリスト達が20世紀の100年間に量産された乗用車で
モータリゼーションや文明，社会の進歩に大きく貢献したクルマを「カー・オプ・
ザ・センチュリー (COTC,世紀のクルマ）」として選考した結果,1908年から27
年までの19年闘にわたって世界各地で生産され．自動車の大衆化を促した「フォー
ドT型車」にその栄冠が輝いた。
COTCは．欧州の非営利団体「グローバル・オートモーテイプ・エレクション・
ファンデーション」が主催。世界32カ国．約130人の自動車ジャーナリスト達が投
票によって選ぴ出した。
同時に．自動車工業界で最も偉大な人物を選出する「オートモーテイプ・マン・
オプ・ザ・センチュリー」の企業家部門でヘンリー・フォードが選ばれた（「日刊
自動車新聞』 2000年12月6日号）。
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をつけた。
T型車は価格が安く運転も簡単な万能のユニバーサル・カーであったが，
「色は黒のみ。スタイルも20年間不変」であったために大衆が自動車に対
して持つイメージや威信を捉え損ねた。フォードは物理的輸送手段以外の
自動車のスタイル，色彩，装飾，乗り心地などの個性に関して．あるいは
経済的・社会的権威についての最も一般的な指標＝地位の象徴としての自
動車のもつ威厳性や意味に関して．不断に変転しつつある市場の性格や構
造を認めることができなかったか，あるいは意図的に無視した。このフォ
ードの需要構造の変化への対応策が欠如している間隙をうまくついて．後
年一躍業界トップの座を占めるようになったのがシボレー車を中核とする
GMである。この時のシボレー車はT型車よりも100ドル以上高かったにも
かかわらず豆それでも大衆は先を争って買い求めた。
「自動車は万人のための革命的な輸送手段であり」．初期の産業人の成
功を「社会の要請を洞察する視野の広さとそれに応える方法と手段をもっ
ていること」であると認識したうえで 3). 公衆奉仕をそのモットーとして
いたフォードも．自社においては型式のみならず色彩まで限定したT型車
の生産に拘泥して．変化に備えた手続きをとらなかった。
企業規模が巨大化してくるとその行動様式は，必然的に．保守的になり，
既得権益のみを保持しようとする傾向が顕著になることは否めない。しか
し，産業には絶えざる刷新や創造的破壊が必要であり．自分のアイデアに
固執して市場の動向を察知しえない者は．単に製造技術上の能力に欠ける
者よりも企業を重大な危機に陥し入れる恐れがあり．消え去らねばならない4)0
自動車工業は先天的に危険なものの 1つであり．常に気まぐれで浮気っ
ぼい消費者によって需要は大きく揺れ動くために，他のあらゆる産業以上
2) Estes Kefauver, In a Few Hands : Monopoly Power In Ameガca,1965. 小原敬士
訳『少数者の手に』竹内書店， 1968年， 106ページ。
3) Henry Ford, Today and Tomorrow, 1926, pp.3-4. 
4) Ralph C. Epstein, Leadership in the Automobile Industry 1903-1924, Harvard 
Business Review, Vol. V, No.3, April 1927, pp.289-290. 
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に停止することは許されない。この業界では「立ち止まれば，たちまちの
うちに礫き殺されてしまう」（リー・アイアコッカ）のである。
I ヘンリー・フォードのウィリアム・ S・ヌードセン放逐
フォード社の創業者ヘンリー・フォードは，私生活ではアルコール，タ
バコ，賭事などには全く無縁な禁欲主義者だが，こと仕事に関しては，い
わば一徹主義者として，企業理念や信条が異なったり自分の地位・座を脅
かしそうな経営幹部は，いかに会社にとって有為な人材であったにせよ，
情け容赦なく解雇した。
フォードはT型車という単一車種 (ShortLine Policy)の大量生産を追
求することに執念を燃やし，型式も色彩も不変のまま据え置き，変えたの
は価格のみであった。しかし多種多様な自動車の登場につれ消費者は，先
天的機能や価格だけで購買意欲や需要動機を喚起されるのではなく，自動
車の後天的機能に対して魅力を感じるようになっていた。それに加えて，
1920年代半ば頃からの米国では，生産よりも種々のマーケティング手法が
重視されるようになり，割賦販売方式（ただし．フォードはこの方式を好
まずGetCash, Pay Cashと現金取引に固執した）．つまり消費者金融の導
入によってグレード・アップ・マーケティングの萌芽とでもいうべき状況
が現出しだした。さらに．「あらゆる財布と目的に合致したクルマ造り」．
すなわち富裕階層から一般大衆レベルにいたるまであらゆる顧客を吸引す
るための．いわゆるFullLine Policy (全製品系列）がGMによって導入
された。
フォード社にあって製品系列多様化の必要性を強く主張したのは生産部
長のウィリアム・ S・ヌードセンであった。しかしその進言は．フォード
に無視されるどころか逆鱗に触れたために彼は1921年に解雇され．翌22年
に,T型車に対して潜在的競争力をもつようになったGMのシポレー事業
部に職を求めた。当初ヌードセンは顧問スタッフとしてGMに入社したが，
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後に社長 (1937年5月3日~1940年5月27日まで在位）に昇格した (1940
年5月28日，フランクリン・ローズヴェルト大統領の要請でワシントン入
りし，国防諮問委員会議長に就任して無給で国防生産を指揮した。いわば
ヌードセンは，事の是非はともかくとして，軍事ビジネス，産軍複合体を
具現した先駆的人物といえるかもしれない）。
ヌードセンは， A・P・スローン社長 (1923~37年在位）の経営哲学の
実践に大いに貢献した。シボレー事業部単独（当時， GMには 5乗用車事
業部が存在）でフォード社全体よりも多くの生産・販売を実現した彼の経
営手腕を高く評価したスローンは， 1937年にヌードセンにGM社長の座を
譲位し，自らは会長 (1940~56年在位）になった。ヌードセンがGMに移
籍して数年後の1927年ごろから同社はフォード社を追い越して業界No.1の
地位に昇りつめ，以後今日までその座を堅持している。
1947年4月7日， 83歳で永眠するまでに再びNo.1に返り咲くことが叶
わなかったヘンリー・フォードは，単一車種生産にこだわったことや優秀
な人材を放逐したことに対して，地下でどのように考えているだろうか。
彼の性格からして「反省」の 2文字を想像したり期待することはとうてい
できないといえば，故人を冒漬することになるだろうか。
皿 創業者の孫ヘンリー・フォード1世と
シーモン ・E・ヌードセンとの相剋
1968年2月6日，前GM副社長のシーモン ・E・ヌードセン（通称バン
キー）がフォード社長に就任した。彼はフォード社からGMに移り，社長
にまでなったウィリアム ・S・ヌードセンの息子である。 GMのNo.4の地
位まで昇進したが， No.Iになる可能性が皆無に近いことに悲観していたバ
ンキーは渡りに舟とフォードI世会長の誘いに乗ったのである。 GMでは
バンキーの辞職に対して「厄介払いができた」と歓迎したとの噂が飛び交
ったといわれている。年俸20万余ドル，ポーナス40万ドル，それに75万ド
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ル相当の株式 1万5,000株を税金延払いで受けとるというのが社長職を提
案された時の条件であった5)。
米国のマス・メデイアは総じて辛口の見出しをつけて，父親と逆コース
を歩んだバンキーを批判している。いわく「空前のトップ・レベルの変節」 6)'
「匹敵するものがほとんどない忠誠の転換」 7). 「トップ経営者のドラマチ
ックなUター ン」 8)など。その理由として．父親はGMでの10数年間の努
カの成果として社長に昇格したのに対して．息子は打算的行動をとった点
が不評を買ったものと指摘できよう。
フォード社子飼いのリー・アイアコッカ（彼についてはWで扱う）ら経
営幹部が．「落下傘社長」シーモン・ヌードセンがGM流儀をフォード社
に強引に導入しようとしたことや彼の経営手腕や力量に疑問をもったり不
信感を抱いたりして協力しないばかりか，フォードI世会長にバンキーの
更迭を強く求めた。
三顧の礼をもって，バンキーをGMから引き抜いたフォードI世会長も．
さすがに一種のクーデターに近い社内の不満分子の反乱に抗し切れなかっ
たうえに．性格的にも反りが合わないとして, 1969年8月に．バンキーを
電撃解任した。彼の社長在任期間は19ヵ月間で．「世紀の首切り」と報じ
られたものである。バンキーの追放劇の真の理由がなんであれ．結果的に，
フォード社にとってはかなり高い出費になった。すなわち1972年まで引き
続き年60万ドルのサラリーを支払い、 1969年は在職中であったことを考慮
して．他の重役が受けとるのと同額の50万ドルのボーナスを支払わざるを
得なくなった。そればかりでなく．バンキーは入社時に 1万5000ドルのフ
ォード社株を獲得していたが．さらにもし希望するならば50ドル以下で
7万5000ドルのストック・オプションを行使する権利も手にしていたので
5)井上昭一『アメリカ自動車工業発達史年表』山陽図書出版 1975年, 176ペー ジ。
6) News Week, 1968. 2. 10. 
7) Time, 1968. 2. 12. 
8) New York Times, 1968.2.7. 
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ある 9)0
空席となった社長の座はフォードI世会長が兼務することになった。
IV ヘンリー・フォードI1世とリー ・A・アイアコッカの対立
フォード1世社長兼会長は，バンキーを解任した翌70年の12月10日に．
1964年，フォード社在籍中の最大の成功作品として有名なスポーツ・クー
ペ車「マスタング」を生んだリー・アンソニー・アイアコッカ副社長を社
長に指名した。彼は当時業績不振だったフォード社の復活に大きな功績を
あげ,46歳で社長に抜擢されたのである。その後76年末までは．フォード
1世会長 (60)の後継者の最右翼とみられ，世間からはフォード社のゴー
ルデン・ボーイとまで称された。
しかし．その後フォード1世会長は, 77年4月にフィリップ・コールド
ウェル (58)を副会長に任命したうえに．「血は水よりも濃し」とばかりに．
78年6月初めには．実弟のウィリアム・クレー・フォード (53。2001年に
会長職に就いたクレー・フォードI世の父親）を最高経営陣に組み入れた。
そしてアイアコッカ社長を権限の面でNo.2からNo.4に格下げした。
同年7月13日．フォード社の取締役会はアイアコッカ社長 (53)が10月
15日をもって社長取締役の座から降りることを決議し．翌14日に正式に
発表した。同日．フォード社から出された声明の中で，アイアコッカは「私
は最高首脳陣の最近の入れ替えに，完全に同意できないでいた」と述べ．
強い不満を表明している。
アイアコッカ社長の退陣が決定された 7月13日の取締役会の席上．フォ
ドー1世会長は社外取締役たちの抵抗を無視し自ら彼に辞任を求めたという10¥
アイアコッカが「私は32年間フォード社とともに歩んできました。何か悪
9) David Abodaher, Jacocc~A Biography-, 1982. 大木礼訳『アイアコッカルネッ
サンス』グロビュー社,1984年,135ペー ジ。
10) New York Times, 1978. 7. 15. 
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いことでもしましたか」と辞職を迫られる理由を問い質したのに対して，
フォードI世会長は「ただ，君が嫌いなだけだ」と答えたという。取締役
会は結局．「波風を立てぬがよし」とばかりフォードI世会長の意向を受
け入れた。というよりも．「ガラスの城」に鎮座するワンマン会長に最後
まで異議を唱えることができなかったといった方が正鵠を射ていよう。取
締役会後．クレー・フォードはアイアコッカを擁護できなかった自責の念
にかられてか，彼の手を握って涙を流したと言われているが，オーナー会
長の実力をまざまざと見せつけた一幕である。 1924年10月15日生まれのア
イアコッカがフォード社を去る10月15日は．ちょうど彼の54回目の誕生日
に当たっている叫退職金は150万ドル (1979年1月2日~1980年6月30日ま
での分割払い） 12)と意外に少ない。フォードI世会長は，アイアコッカを
「辞めさせたことを全く後悔していない」と自分の下した判断に反省の色
を見せることなく．強弁したと伝えられている13)0 
なお，アイアコッカはフォード社を去って 3週間も経ない11月2日．ク
ライスラー社の社長として迎えられ．それとともに理不尽にも自分を馘首
したフォードI世会長への意趣返しからか，フォード社からかなりの数の
経営幹部をクライスラー社に引き抜いた（ただし，その後大半はフォード
社に復帰したが）。 1980年には米大企業としては異例の全米自動車労組の
ダグラス・フレーザー委員長を労働者重役として登用（＝労働者の経営参
加を実現）するとともに，ジミー・カーター大統領による政府の融資保証
や労働組合の協力を得て破滅の危機に瀕していたクライスラー社の奇跡的
な経営再建に成功したことは，よく知られている事実である14)。
11)『毎日新聞』 1978年7月16日号,Lee Iacocca with William Novak, Jacocca-An 
Autobiography-, 1984. 徳岡孝夫訳『アイアコッカ』ダイヤモンド社,1985年，
163~176ペー ジ。
12) Maynard M. Gordon, The Jacocca, 1985. 湯沢章吾訳『その後のアイアコッカ』
東急エー ジェンシー ， 1986年， 125ペー ジ。
13)『日経産業新聞』 2001年11月7日号。
14) この経緯については，井上昭ー『GM-—輸出会社と経営戦略~ 関西大学出
版部， 1991年， 163~165ペー ジやMaynardM. Gordon, The Jacocca, 1985. 湯沢/
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v 創業者の曾孫ウィリアム・クレー・フォード1I世と
ジャック・ A・ナッサーの確執
2001年10月29日付の米自動車専門誌『オートモーティブ・ニューズ』15)は．
フォード社のジャック ・A・ナッサー社長兼CEO(53)が退任し．同社創
業者一族のウィリアム・クレー・フォードI世会長 (44。創業者の曾孫）
がCEOを兼任すると報じた。フォード一族出身者がCEOに就任するのは，
フォードI世（創業者の孫で．ウィリアム・クレー・フォードI世の父の
兄．つまり伯父）が79年に退任して以来のことである。（表ー1参照）。
表ー1 フォードの歴代トップ
ジョン・グレイ (1903~ 1906) 
ヘンリー・フォード (1906~ 18) F 
エドセル・フォード (1919~ 43) F 
ヘンリー・フォード (1943~ 45) F 
ヘンリー・フォード2世 (1945~ 79) F 
フィリップ・コールドウェル (1980~ 84) 
ドナルド・ピーターセン (1985~ 89) 
ハロルド・ポーリング (1990~ 92) 
アレックス・トロットマン (1993~ 98) 
ジャック・ナッサー (1999~2001) 
ウィリアム・フォード (2001~ ) F 
（注）カッコは会長兼CEO在任期間（ナッサーのみ社長兼CEO).Fはフォード一族出
身者
（出所：井上昭ー『世界自動車工業誌ー2001一』関西大学経済・政治研究所， 2002年，
368ペー ジ。）
ナッサーは1999年に社長兼CEOに就き，ポルボやランド・ローバーな
どの買収を手がけ，自動車業界再編の先導役を担ってきたが， 2000年から
2002年にかけて発生し深刻化したプリヂストン・ファイアストン (BFS)16)
／章伍訳『その後のアイアコッカ』東急エージェンシー， 1986年， 31-34ページを参
照されたい。
15) Automotive News, 2001. 10. 29. 
16) 1988年2月17日，世界第3位のタイヤ・メーカーである日本のプリヂストンが同
4位の米ファイアストン・タイヤ・アンド・ラバー社のタイヤ事業部門の株式75%/
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製タイヤの回収問題でフォード製の自動車や会社のイメージを悪化させた
として．議決権の40%を占有するフォード一族からの批判が高まっていた。
また創業家の若い会長が自分を軽視し続ける実力社長に一矢報いたともい
われている。さらに．これは余り世間に知られていないが．フォード社よ
りも歴史が古く. 1896年に設立されたファイアストン・タイヤ会社の創業
者ハーヴェイ・ S・ファイアストンの孫娘がウィリアム・クレー 1I世現会
長の母親であるという重要な事実を指摘しておかなければならない。それ
を知ってか知らずか．ナッサーが自社の人気SUV「エクスプローラー」
にファイアストン・タイヤを装着すると事故が頻発するとの報道がなされ
るたびに，「これはタイヤの問題であり．クルマの問題ではない」といた
るところで責任回避発言を続けてきた。自社製品の欠陥を一切否定して，
フォード一族とファイアストン家の100年近くに及ぶ取引関係や永年にわ
たる親密な姻戚関係を無視したこともフォード一族の不興を買い．引責辞
任に追い込まれた 1つの原因となったと推察される。企業のトップ人事に
は様々な要因が錯綜しているといわれる所以である。
ここで．ウィリアム・クレー 1I世ならびにジャック・ナッサーの経歴に
ついて概観しておこう 17)。（表ー2及び3参照）
1999年 1月1B. フォード社のアレキサンダー・トロットマン会長兼
CEO (65)が勇退し，同日付で創業者の曾孫ウィリアム・クレー・フォ
ード1I世 (42)が取締役会長に就任した。 19年ぶりの「大政奉還」などと
大々的に報じられたので，記憶されている向きも多いことだろう。社長に
？を取得してタイヤ生産会社を新設することで原則合意した。しかし同年の 3月17日．
ブリヂストンがファイアストン社を全面的に買収することで両社間で最終合意をみ
た。買収価格 l株当たり80ドル．総額約26億ドル（約3360億円）であった。日本企
業による米国企業買収としては， 90年11月の松下電器による総合娯楽産業MCAの
経営統合 (61.2億ドル=7879億ドル）. 89年9月のソニーの映画会社コロンビア・
ピクチャーズの吸収 (46.0億ドル=6486億円）に次ぐ第3番目に大きい買収事件で
ある（井上昭一『アメリカ自動車工業誌-1988-1990----』関西大学経済・政治
研究所. 1991年, 5, 12及び291ペー ジ）。
17) 『日刊自動車新聞』 1988年9月17日号。
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表ー2 ウィリアム・クレー・フォードJrの履歴
57年5月38生まれ。プロフットポール・チーム「デトロイト・ライオンズ」副会長．
NFL財政委員会．同資産委員会メンバー。
88年1月14日フォード役員メンパーに。副会長としてフォード・オートモーティブ・オ
ペレーションズのコマーシャル・トラック・ビークル・センターを担当した。
79年入社。 83年6月からマサチューセッツ工科大学でアルフレッド・スローン・フェロ
ーとして 1年間研究。フォード復帰後財政スタッフに加わり.85年自動車製品開発
のマネージャー・ポストに。
86年欧州フォードのコマーシャル・ビークル・マーケティングのデイレクター。
87年スイス・フォード会長兼専務。
89年米国に戻り． トラック部門配属となり．ヘビー・トラック・エンジニアリング・マ
ニュファクチャリングのマネジャー。
90年3月フォード・オートモーテイプ・グループのビジネス戦略デイレクター。
91年執行デイレクター。
92年8月クライメート・コントロール・デイビジョンのゼネラル・マネジャー。
財政委員会議長．機構見直し・指名委員会メンバー。環境PR問題委員会議長。
（出所：井上昭ー『世界自動車工業誌ー1999~2000一』関西大学経済・政治研究所．
2001年.75ペー ジ。）
表ー3 ジャック・ A・ナッサーの履歴
47年12月12日生まれ。ロイヤル・メルボルン工科大学で経営学の学位を得た。
68年オーストラリア・フォードに財政アナリストとして入社．アジア太平洋．中南米を
含め．米国内外でポストを経験。
87年プラジル．アルゼンチンのフォード・フォルクスワーゲンの業務を担当するオート
ラティナの副社長。
90年オーストラリア・フォード社長。
93年1月1日副社長．欧州フォード会長。
94年5月1日フォード・オートモーティブ・オペレーションズのグループ副社長（製品
開発担当）。
96年11月1日執行副社長．フォード・オートモーテイプ・オペレーションズ社長．欧州
フォード社長。
（出所：表ー2に同じ。）
は．序列No.2のジャック・ナッサー自動車部門社長 (51)が就任し．「象徴」
と「経営」を分離するという，表面的には時代を反映したバランス人事と
なった。
ウィリアム・クレー1世は現在．買収や大型投資などの資金の拠出を決
める財政委員会委員長である。米財界ではフォード家の事業である米プロ
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フットボール・チーム「デトロイト・ライオンズ」の副会長としては知ら
れているが，自動車業界の経営者としては無名に近い。
一方，実際の経営を担うナッサーは，すでに自動車部門の生産，開発，
販売のすべてで実権を握っている。レバノン生まれのオーストラリア人で，
フォード社に在籍した30年のうち米国内で仕事をしたのは僅かに6年間だ
が，その実力は社内外から高く評価されてきた。このようにパワー・シェ
アリングによって，一見，順風満帆に推移するかにみえたフォード社の経
営とくにクレーとナッサーの間に深刻な亀裂が生じはじめたのは同社
のSUV「エクスプローラー」と同車に装着したファイアストン製タイヤ
を巡る，両社の欠陥のなすり合いが全米高速道路交通安全局 (NHTSA)
や司法大衆を巻き込んでの係争事件になってからである（表ー4参照）。
そのことがウィリアム・クレー1世会長やフォード一族の不快感を増幅
〈2000年〉
2月
5月8日
8月9日
9月6日
12日
11月27日
12月19日
〈2001年〉
3月
3月29日
5月21日
22日
31日
表ー4 フォードとファイアストンを巡る経緯
米メデイアがフォード「エクスプローラー」でプリヂストン・ファイアス
トン製タイヤが破損して多数の死傷者が出たと報道
米運輸省高速道路交通安全局 (NHTSA)がファイアストン製タイヤ 3種
類の調査開始
ファイアストンが「ATX」など3種類のタイヤ計650万本のリコール（無
料の回収・交換）を発表
米上下両院で公聴会。フォードのナッサー社長が「問題はタイヤにある」
と発言
2度目の公聴会。ファイアストン陣営が「エクスプローラーにも問題あり」
と反論
ファイアストンがリコール作業の終了を宣言
ファイアストンが事故報告書を発表。タイヤの製造工程やデザインのほか，
エクスプローラーの重量やタイヤの空気圧の低さなども原因と指摘
フォードが新型エクスプローラーを発売，タイヤの調達先に米グッドイヤ
ーと仏ミシュランを追加
プリヂストン社長に渡辺恵夫氏が就任
ファイアストンがフォードヘのタイヤ供給打ち切りを発表
フォードがファイアストン製タイヤ1300万本の追加リコールを発表
ファイアストンがNHTSAに対し，エクスプローラーの安全性調査を要請
（出所：表ー 1に同じ。 352ペー ジ。）
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させ，ナッサーは経営者としての実力を認められながらもその人柄と言動
ゆえに解任されてしまったのである。
なお，一時は取引停止，断絶状態まで行きながら，フォードとファイア
ストン両社は現在，関係を修復し通常のビジネス活動を再開している。
VI フォード社の株式公開
1903年6月16日に設立されたフォード社が株式を初公開したのは，創業
後50有余年後の1956年3月7日のことである。
フォード社は，未発行株の88%以上がフォード財団に，議決権付株式全
株がフォード一家にそれぞれ所有されていた典型的な同族会社であった。
ところが， 1955年11月にヘンリー・フォード1I世社長が， 52年前祖父のヘ
ンリー・フォードによって設立されたフォード社に対する同族の多数支配
を放棄する計画を公表し，さらに議決権の60%はウォール街の銀行家たち
によって裏書きされた新しい普通株株主に公開されようと発表した。ニュ
ーヨーク証券取引所のKeithFunston会頭はこれを歓迎して，「大衆所有史
上，画期的な出来事」と絶賛した。 722人の引受業者がフォード社が手放
した1020万株の販売を委託され，国民の誰もが同社株式を所有したいと望
んだ18)。その結果、 1週間のうちに23万5000人以上の株主が誕生した。
かくしてフォード社は，フォード財団に対してプリス商会（ファースト・
ナショナル・シチー銀行と結びついている）を主とする大ウォール街引受
団を通じて， 1020万株を 6億6300万ドルで売却することを承諾した。フォ
ード株の売出しはフォード社に直接拡張資金をもたらした訳ではなく，そ
の目的のために後日おこなう株式の発売の素地をつくったのである19)。
18) Leonard M. Fanning, Men, Money, and Automobiles: The Story of an Industry, 
1969. p.94. 
19) Victor Perlo, The Empire of High Finance, 1957. 浅尾孝訳「最高の金融帝国』
合同出版 1958年， 30-31ペー ジ。
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ところで．フォード社では創業者一族が議決権の40% (全発行済み株数
の40%に相当するクラスB株）を握り. 11人で構成されている取締役会に
も3人の役員を送り込んでいる。ただ取締役会には「社外役員を過半数に
する」との規定があり，同族経営をチェックする体制になっている20)。
とはいえ， 40%の議決権を所有することはフォード家が事実上会社を支
配し続けることを意味し．その代表者フォードI世会長（約10%)保有は
「絶対的権限」 (UnchallengedCommand)を掌握していることになる21)0 
Vl ヘンリー・フォード1I世のフォード財団理事退任
1977年1月，フォード1世会長は，従来，フォード社と密接な関係にあ
ったフォード財団と決別するとの爆弾宣言を投げつけて，同財団理事の職
を辞した。
「何も私は，慈善事業に従事している人間が社会主義者だとか共産主義
者だとか言う訳ではない。だが財団関係者は，こうした事業そのものが，
今の自由主義体制や資本主義の土壌の上に花咲いたことをよく理解してほ
しい。ひところと同じような情熱を燃やせなくなったいま，私は潔くここ
を去る。」
フォード財団は1936年2月3日，フォード一家が巨額の相続税やローズ
ヴェルト政府が決定した累進課税を支払わなくても済むように，会社の支
配権の売却を防ぎ同族支配を堅持する目的で，ヘンリー・フォードによっ
て創設されたものである。同財団設立時に，株式は議決権のあるものとな
いものの 2種類に分割された。総計350万株ほどのうち，議決権のない300
万株が財団に，同じく議決権のない19万株余が一族に割り当てられた。残
20)『日経産業新聞』 1998年9月16日号。
21)井上昭一『アメリカ自動車工業発達史年表』.128ペー ジ。なお．最大の議決権付
株式の所有者は．フォー ドI1世会長の実弟で．フォー ド社の副会長を務めるウィリ
アム・クレー ・フォー ドで21%握っている（『日経産業新聞」 1987年10月1日号）。
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ったのはわずかに17万2645株であったが，これには議決権が付与されてい
て，これらがフォード一族の手にわたった22)。
フォード財団はロックフェラー財団，シアーズ・ローバック財団など数
多ある米財団の中でも最大の規模を誇る。不況下で事業を切り詰めたもの
の，フォードI1世会長が現在の同財団の基礎を構築した最大の功労者とさ
れる。彼の理事辞任によって財団としては，今後，フォード家と縁を絶つ
ことになる。
同財団そのものは，ここ10数年，フォード家やフォード社とは，相対的
に独立して運営されていた。とはいえ，フォードI1世会長の理事辞任の影
響が小さいはずがない。フォードI1世会長の不満は，彼の意向に反して同
財団が文化美術活動の助成に手を広げすぎたことにもある。だが，何より
も耐えられなかったのは環境や人種差別，市民権の拡大問題などの研究に
対する同財団の助成事業が，必ずしも，フォード社をはじめとする私企業
活動に有利な結果をもたらしていないことにあった。例えば，フォード財
団が助成する環境問題の研究が，結果的に政府による環境規制の強化とな
り，ひいてはフォード社の経営にマイナスとなる。これではなんともやり
切れないというわけである。
フォードI1世会長は，「性格的に反りが合わない」とか「嫌いだ」とい
うだけで社長を解任するほどのワンマン会長であるが，今度ばかりは同
財団の故J.F. ケネディ時代の大統領補佐官を務めたマクジョージ・バン
ディ理事長等幹部の首をすげ替え，自らの言い分を通すという筋書きにな
らなかった。そこにそのような横暴を許さなかったのも，企業や経営者
に対する世間の風当たりが厳しくなった証拠，つまり米企業を取り巻く環
境の変化を看取できるのではなかろうか23¥
フォード社の社長会長を34年間も占め続け，自動車業界の帝王として
君臨していたフォードI世 (62)が1979年10月1日に，フォード社経営か
22)井上同上書， 92~93ペー ジ。
23)『日本経済新聞』 1977年1月24日号。
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ら事実上引退した (1987年 9月29日死去。享年70歳）。後任は創設76年ぶ
りにフォード家とゆかりのない外部のフィリップ・コールドウェル社長が
代表権を引き継いだが， 1999年にウィリアム・クレー・フォード1I世が会
長職に就き， 2001年にCEOを兼務するまで， フォード社のトップは約20
年間非フォード系の専門経営者が占めていたことになる。
今後，フォード家出身者＝所有が一族の世襲統治としてトップに君臨し
続けるのか，それとも所有と支配は相互不可分であることを厳然たる事実
として受けとめながらも，資本の論理を貫徹して拡大再生産を志向するに
は「血を超えたつながり」も重視されるべきであるとして非フォード系の
専門経営者が所有の機能代行人としてトップの座に就くのかによって，フ
ォード社は大きな岐路にさしかかることになろう。とりわけ， 1, 2度市
場占拠率でクライスラー社（現ダイムラー・クライスラー社）に業界2位
の座を明け渡した以外には， GMに次いで2位の座を守り続けてきたフォ
ドー社が， 2003年の世界での年間販売実績で日本のトヨタ（約678万台）
の後塵を拝して約672万台と第 3位のメーカーに順位を下げたことを鑑み
るとき，今後巻き返しを図るための同社のトップ人事は注視に値しよう。
（因みに， GMは約860万台販売）。
言うまでもなく，合従連衡や統合・再編が著しいうえに，技術開発，マ
ーケティングなどあらゆる面での競争がグローバル・レベルで激化し，興
亡常ない昨今，同族経営を無条件で維持していけるほど甘い経営環境には
ないことだけは確かである。
ところで，余談ではあるが，フォード社と同様なことはトヨタについて
も妥当する。今のところは奥田碩会長，張富士夫社長と非豊田家のコンビ
が同社を世界に冠たる超優良会社に仕立て上げたが，巷間では，そろそろ
創業者一族の豊田家への大政奉還の時期が近いのではないかと囁かれてい
る。資本の理論を貰徹すべく当分の間は専門経営者に舵取りを任せるのか，
それとも自動車業界の統合・再編渦巻くなか， トヨタといえども決して安
閑としていることは許されず，結局は「豊田家の求心力」に将来を委ねる
フォード自動車会社のトップ人事（井上） (713) 249 
のかも目がはなせない。
ただ，フォード一族と豊田家を比較してみたとき，前者がフォード社の
40%の議決権を有しているのに対して，後者はトヨタの発行済み株式総数
のわずか2%しか所有していないという点がどのような意味をもつのか，
注目すべき問題となってくるだろう。
